
対
窟
に
っ
い
て

）
叙
景
義
冨
）
ワ
白
骨
～

2
月
翌
蘭
会
の
ス
熱
意
漫
会
果
日
蝕
是
倒
含
最
広
．
8
月
7
8
日
①

謁
白
二
篭
が
F
L
々
わ
れ
ま
す
。
白
本
書
島
◎
①
お
の
で
ら

登
頂
侍
．
ウ
B
m
Q
應
昌
に
登
壇
U
．
孝
誓
言
や
雲
台
姦
悪
蓄

営
農
李
差
す

あ

ー

数

個

の

王

寺

弛

廉

店

主

担

結

滞

が

馨

克

仇

マ

イ

ナ

・

ノ

ベ

ー

創

虔

－す

廃

止

奪

求

め

る

べ

き

と

や

鼠

ど

・

0

℃

◎

マ

イ

ナ

、

ノ

ベ

l

の

晃

岩

墓

相

ひ

る

月

用

は

廃

止

甘

尋

甘

さ

と

早

計

ビ

9

．

台

風

驚

き

登

昂

教

判

庵

奪

え

欠

格

革

滅

発

音

に

？

い

て

①

風

・

果

尊

童

甘

る

費

項

昏

奄

泰

せ

。

◎

市

免

旬

の

主

婁

々

為

寮

に

つ

い

て

伺

◎

市

乳

が

取

り

鹿

町

べ

き

ゑ

拝

命

が

閏

3

．

監

督

竃

墜

貢

農

蕃

貨

霊

地

－

こ

〇

い

て

①

都

邁

遷

化

Q

B

亀

何

句

い

伺

⑧

色

町

屠

蚤

医

事

鼻

◎

膚

号

賃
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ど
こ
が
凝
ら
己
ヒ
ド
見
る
仇
が
鱒
0
．

③
包
熟
度
保
険
事
業
令
へ
◎
一
糸

会
計
か
ら
の
凛
か
入
札
持
．
腰
上
ヒ

ム
薫
る
功
か
咽
ろ
．

4
．
屡
食
条
例
◎
選
に
言
て

．
①
鰻
㍍
㍍
ト
関
節

知
名
b
U
て
「
屠
管
理
条
倒
J
庵
働

点
し
．
弟
叔
属
官
A
ひ
布
鞄
点
汚
D
安

心
功
確
保
僅
陰
る
べ
き
と
や
予
が
ど
、
0

か
．

早
を
甘
て
支
選
に
つ
い
て

①
豊
艶
医
書
選
刺
通
肋
折
清
風

陀
⑳
廠
虜
に
つ
い
て
簡
T
て

◎
告
も
仏
垣
壌
豊
㊤
華
人
ハ
に
〇

6
㌔
鏑
鰭
絹
机
m
鍔
て

普
周
作
纂
貰
′
原
案
貫
・
周
乾
季
禽

鱒
二
巌
）
・
大
千
五
号
に
係
る
．
．

錆
雛
溺
柑
朗
報
鍼

轟
車
体
か
ら
大
筒
に
下
向
〇
犬
猿
今

塾

喜

喜

吏

ぎ

展

主

義

晋

滑
ら
。
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ワ
．
如
官
選
助
仇
ス
賢
準
備
金
の
洩
喜
1

こ
つ

仇
て
①
曳
汽
鳴
期
－

こ
0
い
て
．
ス
豊
劫
の
2

月
か
ら
3
月
l

こ
か
け
て
長
命
す
る
よ
ろ

政
事
す
べ
き
と
や
ら
が
ど
、
〇
が
．

⑨
艮
書
に
つ
い
て
．
魂
府
仇
2
石
円

展
凍
て
ほ
準
備
飽
鹿
で
あ
る
て
b
g
．

奄
l

こ
増
額
す
べ
き
b
冬
〇
が
ど
、
凸
か
。

8
■
董
l
こ
於
け
る
蚤
眉
項
華
功

転
叙
l

こ
○
い
て

①
仝
邑
仇
匂
冷
体
で
き
世
論
食
や
◎
衷

順
化
や
範
狐
他
が
凄
ん
で
冬
青
．

竜
と
U
て
弔
旗
対
す
べ
も
と
や
勺
が
ヒ

ム
か
。

⑨
登
奄
全
磯
野
動
じ
嶺
佃
奄
ぬ

芸
豪
食
品
尊
卑
禁
く
ら
か
栂
ム
．

9
．
市
愚
等
亀
仇
利
用
対
仏
垂
井
－

こ
冨

て
一
●
杏
愚
等
垣
塾
莞
音
量
へ
キ
ッ
ズ

几
1
4
）
あ
剖
用
－

こ
○
い
て
二
フ
、
三

、
－
グ
デ
ッ
キ
軌
席
の
剖
周
智
廿
も
カ

ビ
垂
井
も
亀
る
鬼
女
蒔
発
い
か
拘
ム
。

撃

墜

妄

言

轟

高

ま

大
阪
蜜
亭
市
切
包
周
兜
町
　
盲
点
尊
由
こ
に
「
馨
し
ぎ
誉
れ
毒

鮒
謂
那
摘
録
鰻
摘
蟻
絹
璽
…
緑
川
椙

を
こ
と
が
．
兎
ぜ
鬼
さ
大
砂
か
。

努
遠
慮
さ
れ
て
も
塞
葛
相
急
．
ま
と
も
島
明
U
よ
全
市
や
す
専

義
明
に
後
ろ
向
き
で
カ
．
尊
聴
音
鵜
夷
等
ヒ
希

奇
邑
①
防
備
に
も
展
念
が
将
音
；
小
菅
甘
。

書
兼
任
．
包
古
の
埼
与
太
虎
屋
に
な
っ
て

点
じ
舌
す
が
、
鈎
碍
y
L
る
覚
切
情
し
て
い
琶

せ
空
一
席
砂
糞
も
徹
底
的
屋
発
明
す
る
之
ヒ

鱒
2
。
1
ウ
毎
度
風
量
鼻
仇
優
で
も
大

き
責
で
す
・


